
な
お
、
地
方
公
共
団
体
は
、
指
定
認
定
事
務
支
援
法
人
に
、
認
定
に
係
る
調
査
に
関
す
る
事
務
を
委
託
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
指
定
認
定
事
務
支
援
法
人
は
個
人

情
報
等
も
扱
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
利
益
相
反
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
委
託
す
る
際
は
適
切
に
監

督
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
地
方
公
共
団
体
は
、
指
定
認
定
事
務
支
援
法
人
に
、
認
定
に
係
る
調
査
に
関
す
る
事
務
を
委
託
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
指
定
認
定
事
務
支
援
法
人
は
個
人

情
報
等
も
扱
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
利
益
相
反
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
委
託
す
る
際
は
適
切
に
監

督
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

３

都
道
府
県
と
市
町
村
と
の
連
携

３

都
道
府
県
と
市
町
村
と
の
連
携

法
に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
町
村
の
区
域
内
に
係
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
行
政
事
務
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
町
村
と
連
携
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
市
の
区
域
内
を
含
め
て
施
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

法
に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
町
村
の
区
域
内
に
係
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
行
政
事
務
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
区
町
村
と
連
携
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
市
区
の
区
域
内
を
含
め
て
施
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
町
村
が
地
域
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
詳
細
な
実
情
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

都
道
府
県
と
町
村
に
お
い
て
は
、
連
絡
体
制
を
確
立
し
、
密
に
連
携
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
町
村
が
地
域
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
詳
細
な
実
情
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

都
道
府
県
と
町
村
に
お
い
て
は
、
連
絡
体
制
を
確
立
し
、
密
に
連
携
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
法
第
百
四
条
の
二
に
基
づ
き
、
町
村
が
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
行
政
事
務
を
行
う
場
合
に

は
、
都
道
府
県
と
適
切
に
協
議
を
行
い
、
必
要
な
引
継
ぎ
を
確
実
に
受
け
る
ほ
か
、
そ
の
旨
を
公
示
等
で
周

知
す
る
な
ど
当
該
事
務
の
実
施
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
法
第
百
四
条
の
二
に
基
づ
き
、
町
村
が
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
行
政
事
務
を
行
う
場
合
に

は
、
都
道
府
県
と
適
切
に
協
議
を
行
い
、
必
要
な
引
継
ぎ
を
確
実
に
受
け
る
ほ
か
、
そ
の
旨
を
公
示
等
で
周

知
す
る
な
ど
同
事
務
の
実
施
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

４

修
繕
等
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
措
置

４

修
繕
等
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
措
置

法
第
五
条
の
二
に
お
い
て
、
都
道
府
県
等
は
管
理
組
合
の
管
理
者
等
に
対
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適

正
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
助
言
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
助
言
及
び
指

導
を
繰
り
返
し
行
っ
て
も
、
な
お
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

法
第
五
条
の
二
に
お
い
て
、
都
道
府
県
等
は
管
理
組
合
の
管
理
者
等
に
対
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適

正
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
助
言
・
指
導
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
助
言
及
び
指

導
を
繰
り
返
し
行
っ
て
も
、
な
お
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
修
繕
等
が
適
切
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
結
果
、
老
朽
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
り
、
又
は
著
し
く
衛
生
上
有
害
な
状
態
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に

至
っ
た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
等
が
同
条
第
二
項
に
基
づ
き
勧
告
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
や
、
建
築
基

準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
に
基
づ
き
特
定
行
政
庁
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
が
改
善
の
命
令

等
の
強
制
力
を
伴
う
措
置
を
講
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
修
繕
等
が
適
切
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
結
果
、
老
朽
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
り
、
又
は
著
し
く
衛
生
上
有
害
な
状
態
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に

至
っ
た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
等
が
同
条
第
二
項
に
基
づ
き
勧
告
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
や
、
建
築
基

準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
に
基
づ
き
特
定
行
政
庁
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
が
改
善
の
命
令

等
の
強
制
力
を
伴
う
措
置
を
講
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
知
事
等
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
専
有
部
分
又
は
共
用
部
分
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
又
は
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
そ
の
他
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
居
住
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
放

置
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態
と
な
り
、
適
正
な
管
理
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
裁
判
所
に
対
し
、
区
分
所
有
法
第
四
十
六
条
の
八
第
一
項
の
管
理
不
全
専
有
部
分
管
理
命
令
又
は
区
分

所
有
法
第
四
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
管
理
不
全
共
用
部
分
管
理
命
令
の
請
求
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

ま
た
、
都
道
府
県
知
事
等
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
専
有
部
分
又
は
共
用
部
分
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
又
は
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
そ
の
他
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
居
住
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
放

置
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態
と
な
り
、
適
正
な
管
理
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
裁
判
所
に
対
し
、
当
該
部
分
に
つ
い
て
財
産
管
理
人
を
選
任
し
管
理
を
命
ず
る
処
分
等
を
す
る
こ
と
を

請
求
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
経
年
に
伴
う
劣
化
や
不
具
合
が
著
し
く
、
修
繕
を
行
っ
て
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
の
立
て
直
し
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
観
点
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生

等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の
二
第
二
項
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
等
円
滑
化
指

針
に
即
し
た
助
言
、
指
導
又
は
勧
告
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
経
年
に
伴
う
劣
化
や
不
具
合
が
著
し
く
、
修
繕
を
行
っ
て
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
の
立
て
直
し
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
観
点
か
ら
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替

え
そ
の
他
の
措
置
の
実
施
の
円
滑
化
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
」
に
即
し
た
助
言
・
指
導
等
を
行
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

別
紙
一

法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
若
し
く
は
指
導
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を

行
う
際
の
判
断
の
基
準
の
目
安

別
紙
一

法
第
五
条
の
二
に
基
づ
く
助
言
・
指
導
等
を
行
う
際
の
判
断
の
基
準
の
目
安

１

法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
又
は
指
導
を
行
う
場
合
の
判
断
の
基
準
の
目
安
は
、
次
の
場

合
と
す
る
。

法
第
五
条
の
二
に
基
づ
き
管
理
組
合
の
管
理
者
等
に
対
し
て
助
言
・
指
導
等
を
行
う
際
の
判
断
の
基
準
の
目
安

は
、
以
下
の
場
合
と
す
る
。

管
理
組
合
の
運
営

な
お
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
て
以
下
の
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
も
、
基
本
方
針
三
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適

正
化
指
針
や
基
本
方
針
六
４
の
都
道
府
県
等
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
指
針
に
即
し
、
必
要
な
助
言
・
指
導
等
を

行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

イ

管
理
組
合
の
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
管
理
者
等
が
選
任
さ
れ
て
い
な
い
場
合

（
助
言
・
指
導
等
）

ロ

集
会
が
年
に
一
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
な
い
場
合

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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